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平
成
14
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）
を
総
務
委
員
会
で
審
査

し
、
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
に
お

い
て
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
の
主
な
内
容
は
、
完

全
学
校
週
5
日
制
へ
の
移
行
に
よ
り

必
要
性
が
増
し
て
い
る
地
域
の
教
育

力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
諸
事
業
の

実
施
、（
仮
称
）
小
川
西
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
工
事
に
伴
う
電
波
障
害
対
策
、

老
人
保
健
特
別
会
計
繰
入
金
に
か
か

わ
る
も
の
で
す
。

初
め
に
、
地
域
の
教
育
力
の
向
上

を
図
る
諸
事
業
と
し
て
、
①
地
域
と

の
交
流
を
通
じ
て
、
学
校
教
育
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
豊

か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
」
を
小
平

第
三
中
学
校
区
域
で
行
い
ま
す
。
②

学
校
週
5
日
制
に
伴
い
、
市
内
全
域

の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
、「
子
ど
も
放
課
後
・

週
末
活
動
支
援
事
業
」
を
社
会
教
育

施
設
や
学
校
教
育
施
設
で
実
施
し
ま

す
。
③
地
域
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
養
成
、
活
動
の
支
援
を
目
的

に
、「
地
域
教
育
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

事
業
」
を
小
平
第
二
中
学
校
区
域
で

実
施
し
ま
す
。

次
に
、（
仮
称
）
小
川
西
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
工
事
に
伴
う
電
波
障
害
対

策
経
費
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
予
定週末活動支援事業「英語体験教室」（十五小）

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
平
成
14
年
度
以
降
の

課
税
事
務
を
進
め
る
た
め
、
3
月
31

日
付
で
改
正
を
行
っ
た
市
長
専
決
処

分
を
承
認
し
ま
し
た
。
改
正
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
市
民
税
で
は
、
①
均
等
割
及

専
決
処
分
（
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）

平
成
13
年
度
の
老
人
医
療
費
の
確

定
に
伴
い
、
医
療
費
の
支
払
い
額
に

資
金
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
市
長
専

決
で
行
っ
た
補
正
を
承
認
し
ま
し
た
。

補
正
の
内
容
は
、
歳
入
で
は
、
平

成
14
年
度
に
精
算
交
付
さ
れ
る
医
療

費
不
足
額
の
相
当
金
額
を
、
支
払
基

金
交
付
金
、
国
庫
支
出
金
及
び
都
支

出
金
に
増
額
し
ま
し
た
。
ま
た
平
成

13
年
度
に
歳
入
不
足
を
生
じ
た
こ
と

に
よ
り
、
繰
越
金
は
見
込
め
な
い
た

め
減
額
し
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
諸
支
出
金
は
一
般
会

計
へ
の
繰
出
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

ま
た
前
年
度
予
算
に
資
金
不
足
が
生

じ
た
た
め
、
繰
上
充
用
の
科
目
を
新

設
し
不
足
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

補
正
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6

千
6
百
74
万
2
千
円
の
増
額
で
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
百
21
億
4
百
53

万
4
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

し
て
い
る
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
の
工
事

が
進
行
す
る
と
テ
レ
ビ
電
波
の
障
害

が
発
生
す
る
見
込
み
か
ら
、
そ
の
対

策
費
用
を
委
託
料
と
し
て
計
上
し
た

も
の
で
す
。

ま
た
、
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
入

金
に
つ
い
て
は
、
平
成
13
年
度
に
一

般
会
計
か
ら
繰
り
出
し
た
も
の
の
精

算
分
を
繰
入
金
と
し
て
収
入
す
る
も

の
で
す
。

補
正
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2

千
8
百
25
万
8
千
円
の
増
額
で
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
4
百
71
億
4
千

6
百
25
万
8
千
円
に
な
り
ま
す
。

専
決
処
分
（
平
成
14
年
度
老
人

保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
））

小
平
市
農
業
委
員
会
委
員

石
塚
信
治
議
員

小
林
秀
雄
議
員

苗
村
洋
子
議
員

原
　
邦
彦
議
員

真
鍋
貞
樹
議
員

議
　
会
　
人
　
事

小
平
市
消
防
団
第
3
分
団
及
び
第

5
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
2
台

を
買
い
入
れ
る
も
の
で
、
購
入
予
定

価
格
が
、
2
千
万
円
以
上
と
な
る
た

め
議
会
に
諮は

か

る
も
の
で
す
。
な
お
、

こ
の
買
い
入
れ
は
、
国
庫
補
助
対
象

事
業
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

び
所
得
割
が
課
税
さ
れ
な
い
限
度
額
、

す
な
わ
ち
非
課
税
限
度
額
を
引
き
上

げ
る
こ
と
、
②
土
地
等
の
長
期
譲
渡

所
得
に
対
す
る
税
率
の
う
ち
、
課
税

所
得
が
8
千
万
円
を
超
え
る
部
分
の

税
率
を
、
6
％
か
ら
5
・
5
％
に
改

正
す
る
こ
と
、
③
株
式
等
譲
渡
所
得

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
百
万
円
の

特
別
控
除
の
適
用
の
延
長
、
税
率
の

軽
減
、
譲
渡
に
伴
う
損
失
を
翌
年
以

降
に
繰
り
越
し
て
控
除
で
き
る
と
し

た
こ
と
な
ど
で
す
。

ま
た
、
固
定
資
産
税
に
か
か
わ
る

課
税
の
特
例
措
置
、
及
び
特
別
土
地

保
有
税
に
か
か
わ
る
非
課
税
措
置
等

の
規
定
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
条
例
は
一
部
を
除
い

て
平
成
14
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
買
入
れ

出動中の消防ポンプ自動車

議案に対する各会派の賛否

会派名略称 フォ：フォーラム小平　　　政和：政和会　　　　公ク：公明党小平元気クラブ　　　共産：日本共産党市議団
緑ネ：緑・生活者ネット　　市民：市民クラブ

議案番号 件　　　　　　　　　　名
フォ 政和 公ク 共産 緑ネ 市民

議決結果
（7人） （6人） （5人） （4人） （4人） （1人）

第57号 鈴木宗男衆議院議員に対する疑惑解明と議員辞職を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第58号 准看護師の看護師への移行教育の早期実施を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第61号 少人数学級の実現を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案番号 件　　　　　　　　　　名 フォ 政和 公ク 共産 緑ネ 市民 議決結果

第39号 専決処分（平成14年度小平市老人保健特別会計補正予算（第1号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

第40号 専決処分（小平市税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ × ○ ○ 承　　認

第41号 平成14年度小平市一般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第42号 小平市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第43号 消防ポンプ自動車の買入れ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第44～57号 市道路線の認定及び廃止（第A－149号線ほか12路線の認定、第B－102号線の廃止） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

〈市長提出議案〉

歳　　入 補正額 補正後の金額

都支出金 9,962 4,155,333

繰 入 金 18,296 1,358,347

合　　計 28,258

歳　　出 補正額 補正後の金額

教 育 費 34,409 7,000,173

予 備 費 △6,151 193,849

合　　計 28,258

補正後の歳入歳出予算総額　471億4,625万8千円

一般会計の補正内容
（単位：千円） 予算総額

471億4,625万8千円に
平成14年度一般会計補正予算

（第1号）

可
決
可
決
ま
た
ま
た
は

承
認
承
認
さ
れ
た
れ
た

議
案
議
案 
可
決
ま
た
は

承
認
さ
れ
た

議
案 

6月定例会
〈議員提出議案〉 ○：賛成　×：反対 （ ）内は各会派の議員数　※フォーラム小平の会派所属議員数は議長を除く数

・委員長の報告
・報告に対する質疑
・討論
・採決

・提出者の説明
・紹介議員の説明
（請願の場合）
・質疑
・討論、採決または継続審査

・提出者の説明
・質疑
・委員会へ付託
（付託を省略したとき＝即決）

議　長

本会議
審議

委員会
審査

本会議
審議

議決結果

市
議
会
議
員
も
市
長
も
、
市
民
の
代
表
と
し
て
選
挙
で
選
ば
れ
ま
す
。

市
議
会
は
、
市
民
生
活
に
か
か
わ
る
重
要
な
事
項
を
決
め
る
こ
と
か
ら
、

議
決
機
関
と
呼
び
ま
す
。
そ
し
て
、
市
長
は
、
市
議
会
の
決
定
に
基
づ

き
市
の
仕
事
を
行
う
の
で
、
執
行
機
関
と
呼
び
ま
す
。

市
議
会
と
市
長
は
、
独
立
し
た
立
場
で
互
い
に
牽
制
・
協
力
し
て
住

み
よ
い
小
平
市
の
た
め
努
力
し
て
い
ま
す
。

○本会議は、3・6・9・12月定例会のほか、必要に応じて臨時会を開催します。
○委員会は、多様化・専門化している市の事務を効率的に審査するために設置
されるもので、小平市は、総務・生活文教・厚生・建設の4つの常任委員会を
設置しています。

○条例の制定・改正・廃止
○予算の決定
○主要な契約の締結
○請願（陳情）の採択・不採択
○議会の意思を表明する、決議

市長の提出議案
（条例の制定・改廃、
予算案、決算認定、使
用料・手数料に関する
ことなど）

議員の提出議案

（議員は、予算案など

一部を除き、みずから

議案を提出できる）

市民の皆さんからの
請願等
（市政への要望）
※提出方法は８面
参照

議
案
等
、
審
議
の
流
れ

議
案
等
、
審
議
の
流
れ 

議
案
等
、
審
議
の
流
れ ○決算の認定

○議長・副議長・選挙管理委員会の委員等の選挙
○助役・収入役・教育委員・監査委員等の市長人事への同意
○国・東京都等への問題点の改善などを求める、意見書の提出　


